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シスコのユーザ移行ツール
シスコでは、LCS/OCSから IM and Presenceへのユーザの移行プロセスを支援するために、次の
ツールを提供しています。

•連絡先リストエクスポートツール：ユーザの移行用に LCS/OCSから連絡先リストを一括で
エクスポートすることができます。

•アカウント無効化ツール：移行するユーザの LCS/OCSアカウントを無効にできます。

•アカウント削除ツール：移行するユーザを LCS/OCSから削除することで、それらのユーザ
へのプレゼンス要求が後から IM and Presenceにルーティングされるようにします。
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これらのユーザ移行ツールは、cisco.comの IM and Presenceソフトウェアダウンロードページ
（http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/index.html）から、zipファイルとしてまと
めてダウンロードできます。

zipファイルには、3つのツールと version.txtという名前のテキストファイルが含まれています。
テキストファイルには、ツールの現在のバージョン番号が含まれており、ツールと同じフォルダ

に保存する必要があります。ツールが別のフォルダに保存されている場合は、それぞれの場所に

テキストファイルのコピーを保存する必要があります。テキストファイルが同じフォルダにな

いと、ツールの実行時にエラーが表示され、ツールが実行されません。

移行前の推奨事項
シスコでは、LCS/OCSから IM and Presenceにユーザを移行する前に次のタスクを実行するのを推
奨しています。

•無制限の連絡先リストとウォッチャの設定

•サブスクリプション要求の自動許可の有効化

無制限の連絡先リストとウォッチャの設定

LCS/OCSから IM and Presenceにユーザを移行する前に、IM and Presenceに関する [連絡先リスト
の最大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]の設
定を無制限に設定することをシスコでは推奨しています。そうすることで、移行された各連絡先

リストが IM and Presenceに完全にインポートされます。

すべてのユーザが IM and Presenceに移行されたら、IM and Presenceに関する [連絡先リストの最
大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]の設定を
望ましい値にリセットしてください。システムのデフォルト値は、[連絡先リストの最大サイズ
（Maximum Contact List Size）]が 200で、[ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]が 200で
す。

次の手順では、[連絡先リストの最大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大
数（Maximum Watchers）]の設定に無制限の値を設定する方法について説明します。

マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

[プレゼンス（Presence）]の設定を変更すると、変更内容がクラスタ内のすべてのノードに適
用されます。そのため、任意のクラスタ内の IM and Presenceパブリッシャノードでのみ設定
するようにしてください。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] > [プ
レゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 [最大連絡先サイズ（ユーザごと）（Maximum Contact List Size (per user)）]には、[無制限（No
Limit）]オプションをオンにします。

ステップ 3 [ウォッチャの最大数（ユーザごと）（MaximumWatchers (per user)）]には、[無制限（No Limit）]
オプションをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 クラスタ内のすべての IM and Presenceノード上で Cisco XCPルータを再起動します。 Cisco XCP
ルータを再起動するには、[Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM
and Presence Serviceability）] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -ネットワークサービ
ス（Control Center - Network Services）]を選択します。

サブスクリプション要求の自動許可の有効化

移行中のユーザエクスペリエンスを改善するために、シスコでは、移行プロセスを開始する前

に、サブスクリプション要求の自動許可を許可することをお勧めします。そうしないと、IM and
Presenceの各ユーザは、IMandPresenceに連絡先としてインポートされるごとにサブスクリプショ
ン要求を手動で許可するように強制されます。この設定は、必要に応じて、すべての移行が完了

した後に無効にする必要があります。

次の手順は、サブスクリプション要求の自動許可を有効にする方法について説明します。

この設定は、IM and Presenceではデフォルトで有効になっています。（注）

マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

[プレゼンス（Presence）]の設定を変更すると、変更内容がクラスタ内のすべてのノードに適
用されます。そのため、任意のクラスタ内の IM and Presenceパブリッシャノードでのみ設定
するようにしてください。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] > [プ
レゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 [承認を要求されることなく、ユーザが他のユーザの空き状況を確認できるようにする（Allowusers
to view the availability of other users without being prompted for approval）]をオンにします。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 クラスタ内のすべての IM and Presenceノード上で Cisco XCPルータを再起動します。 Cisco XCP
ルータを再起動するには、[Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM
and Presence Serviceability）] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -ネットワークサービ
ス（Control Center - Network Services）]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager 上での LCS/OCS ユー
ザのプロビジョニング

Microsoft Live Communications Server（LCS）またはMicrosoft Office Communications Server（OCS）
から IMandPresenceにユーザを移行する最初の手順としては、LCS/OCSCiscoUnifiedCommunications
Manager上のユーザをプロビジョニングし、IM and Presenceと IM and Presenceがサポートするク
ライアントに対してそれらのユーザにライセンスを付与します。

Cisco Unified Communications Managerでの新規ユーザの設定、および IM and Presenceサービスと
IM and Presenceがサポートするクライアントのライセンス要件については、『Deployment Guide
for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

関連項目

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

次の作業

ユーザ LCS/OCSの連絡先リスト情報のバックアップ, （4ページ）

ユーザ LCS/OCS の連絡先リスト情報のバックアップ
LCS /OCSはdbimpexp.exeというツールを提供します。シスコでは、後日、必要に応じてLCS/OCS
に関する情報を復元できるように、このツールを使用してLCS/OCSのユーザ連絡先リストの情報
をバックアップすることをお勧めします。

IM and Presenceでサポートされているクライアントに LCS/OCSユーザを移行するには、このツー
ルを使用して個々のLCS/OCSユーザまたはすべてのユーザの連絡先リストをバックアップできま
す。

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
インフェデレーション、リリース 9.0(1)

4

ユーザの移行

Cisco Unified Communications Manager 上での LCS/OCS ユーザのプロビジョニング

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_installation_and_configuration_guides_list.html


関連項目

dbimpexp.exeツールの使用方法：http://www.ocspedia.com/Misc/Explore_Dbimpexp.aspx?ArticleID=41

次の作業

ユーザを移行するための連絡先リストのエクスポート, （5ページ）

ユーザを移行するための連絡先リストのエクスポート
シスコは、管理者がユーザを移行するためにLCS/OCS連絡先リストを一括でエクスポートできる
ように、連絡先リストエクスポートツール（ExportContacts.exe）を提供します。このツールは、
連絡先リストをエクスポートしてカンマ区切り値（CSV）ファイルに出力するのに、LCS/OCSア
プリケーションプログラミングインターフェイス（API）を使用します。その後、IMandPresence
一括管理ツール（BAT）がこのファイルを使用し、これらの同じ連絡先リストを移行時に後から
IM and Presenceにインポートできます。

（注） •このツールは、サポートされているすべての LCS/OCSプラットフォームに対して実行で
きます。

•任意の Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionフロントエンドサーバで実行でき
ます。

•このツールを実行しても、Microsoft Office Communicatorにサインインしている他の
LCS/OCSユーザの能力には影響しません。ただし、シスコでは、LCS/OCSおよびActive
Directoryシステムへの負荷を減らすために、予定されたメンテナンスウィンドウの中で
このツールを実行することをお勧めします。

このツールを実行すると、エクスポートした連絡先のリストを含むファイルが、ツールと同じディ

レクトリに作成されます。ファイル名は ExportedContacts<Timestamp>.csvになります。ファイル
が作成されると、ファイル名にタイムスタンプが追加されるので、連絡先リストエクスポート

ツールを実行するたびに、一意の出力ファイルが作成されます。

また、連絡先リストエクスポートツールは、連絡先リストのエクスポート用に指定したユーザご

との LCS/OCS SIP URIを含む 2番目のファイルも作成します。ファイル名は、
UserList<Timestamp>.txtで、これもツールと同じディレクトリに作成されます。

UserList<Timestamp>.txtファイルを連絡先リストエクスポートツールおよびアカウント無効化
ツールの入力データとして使用できます。

（注）

ログファイル

さらに連絡先リストエクスポートツールは、ツールを実行するたびに、出力ファイルと同じディ

レクトリ内に一意のタイムスタンプ付きのログファイルを作成します。ログファイルのファイ

ル名は ExportContactsLog<Timestamp>.txtになります。
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連絡先リストエクスポートツールを実行するたびに、ログファイルをチェックすることをお勧

めします。その後、ログファイルをスキャンしてあらゆる問題を解決できます。各ログファイ

ルの一番下に、次の情報が要約されています。

•正常に処理されたユーザ数

•見つからなかったユーザ数

•エラーが原因で処理されなかったユーザ数

•連絡先リストの最大サイズ

•見つかった連絡先の数

•連絡先リストの平均サイズ

実行モード

連絡先リストエクスポートツールには、NORMALと STATSONLYという 2つの実行モードがあ
ります。 NORMALは、ツールを実行する標準的な方法です。このモードでは、エクスポートさ
れた連絡先を含む CSVファイル、ログファイル、およびユーザの LCS/OCS SIP URIファイルと
いう 3つのファイルが作成されます。 STATSONLYモードでは、連絡先リストエクスポートツー
ルはログファイルのみを作成します。このモードでツールを実行すると、エクスポートされた連

絡先のCSVファイルとLCS/OCSSIPURIファイルを作成する前に、エラーがあればそれを発見し
て修正することができます。

入力ファイルの形式

連絡先リストエクスポートツール（ExportContacts.exe）を使用すると、移行するユーザのリスト
を含む入力ファイルを指定できます。その後、このツールが、入力ファイルで指定されたユーザ

の連絡先リストを取得します。または、コマンドラインパラメータを指定することで、ローカル

LCS/OCSデータベース内のすべてのユーザの連絡先リストをエクスポートできます。

入力ファイルを使用する場合、次の入力ファイル形式がサポートされます。

入力ファイル形式 1：LCS/OCS SIP URIs

次の点に注意してください。

•入力ファイルの各行は、連絡先リストの所有者を表します。

•連絡先リストの所有者は、所有者の LCS/OCS SIP URIで表されます。たとえば、
sip:bobjones@foo.comなどです。

•次のファイルは、サンプルの入力ファイルです。

sip:ann@foo.com sip:bob@foo.com sip:joe@foo.com sip:chuck@foo.com

入力ファイル形式 2：IM and Presenceユーザ ID

次の点に注意してください。
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• IM and Presence BATサブクラスタエクスポートツールを使用すると、この形式のファイル
を取得できます。

•この形式は、カンマ区切り値（CSV）形式であり、入力ファイルの各行が連絡先リストの所
有者に関するIM and Presenceサブクラスタ割り当てデータを表します。

•連絡先リストの所有者は、所有者の IM and Presenceユーザ IDで表されます。たとえば、
bobjonesなどです。

•次のファイルは、サンプルの入力ファイルです。ユーザ IDは太字になっています。

UserID,Subcluster Name,Node Name ann,CUPSubcluster1,CUPServer1
bob,CUPSubcluster1,CUPServer1 joe,CUPSubcluster1,CUPServer1
chuck,CUPSubcluster1,CUPServer1

連絡先リストエクスポートツールは、Subcluster Nameと Node Nameの情報を無視し、ユー
ザ IDの値を使用します。

•このファイル形式を使用する場合は、ツールを実行する際に IM and Presenceサーバのドメイ
ンを指定する必要があります。ツールは、sip:userID@domainのようにドメインを使用して
SIP URIをフォーマットします。

入力ファイル形式 3：Active Directory内の組織別のユーザ

この入力ファイル形式では、移行するユーザが含まれるActiveDirectory内の組織単位（OU）を指
定できます。入力ファイルには、次の形式である必要があります。

DN:OU=OrgUnit1,OU=OrgUnit2,DC=DomainComp1,DC=DomainComp2

ここで、OrgUnit1は、OrgUnit2 OU内の OUで、DomainComp1と DomainComp2はドメインコン
ポートです。ドメインには通常、たとえば cisco.comドメインに対する ciscoおよび comのよう
に、AD内の 2つのドメインコンポーネントが含まれます。

また、単一の入力ファイルに複数の識別名（DN）を指定して、別のOUのユーザの連絡先リスト
をエクスポートできます。複数の DNが指定されている入力ファイルの形式は次のとおりです。

DN:OU=firstOU,DC=DomainComp1,DC=DomainComp2
DN:OU=secondOU,DC=DomainComp1,DC=DomainComp2
DN:OU=thirdOU,DC=DomainComp1,DC=DomainComp2

連絡先リストエクスポートツールが使用する入力ファイルのファイル名には、スペースや特

殊文字を含めることはできません。

（注）

次の手順は、ユーザの移行用にLCS/OCSから連絡先リストを一括でエクスポートする方法につい
て説明します。
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手順

ステップ 1 StandardEditionサーバまたはEnterprise Editionフロントエンドサーバに、シスコのユーザ移行ツー
ルを含む zipファイルをコピーし、解凍します。

抽出した後、LCS/OCSサーバ上の別の場所にシスコのユーザ移行ツールのいずれかを
移動した場合は、ツールが現在のバージョンを出力できるように新しい場所にversion.txt
ファイルもコピーする必要があります。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトを開き、連絡先リストエクスポートツールのある場所にディレクトリを変

更します。

ステップ 3 コマンドプロンプトで、次のようにツールを実行します。

次のコマンドを入力目的

ExportContacts.exe -s/LDAPServer -f/input_file
-l/logLevel -r/run_mode

引数の説明

• LDAPServer：LCS/OCSユーザが保存されている ADサーバの IP
または FQDN

• input_file：LCS/OCS SIP URIのリストを含むテキストファイ
ル、または移行するユーザが含まれているADの組織単位の識別
名のリストを含むテキストファイル

• logLevel：ロギングレベル。次のいずれかである必要がありま
す。

◦エラー

◦情報

◦デバッグ（推奨）

• run_mode：実行モード。次のいずれかである必要があります。

◦ NORMAL

◦ STATSONLY

LCS/OCS SIP URI入力
ファイルで指定したよう

に、ローカルデータベー

ス内のユーザのリスト用

の連絡先リストをエクス

ポートする

または

AD入力ファイル内の組
織単位別ユーザで指定し

たように、組織単位内の

ユーザのリスト用の連絡

先リストをエクスポート

する
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次のコマンドを入力目的

ExportContacts.exe -s/LDAPServer -f/input_file
-l/logLevel -d/Domain -r/run_mode

引数の説明

• LDAPServer：LCS/OCSユーザが保存されている ADサーバの IP
または FQDN

• input_file：IM and Presenceユーザ IDのリストを含むテキスト
ファイル

• logLevel：ロギングレベル。次のいずれかである必要がありま
す。

◦エラー

◦情報

◦デバッグ（推奨）

• Domain：IM and Presenceサーバが存在するドメイン

• run_mode：実行モード。次のいずれかである必要があります。

◦ NORMAL

◦ STATSONLY

IMand Presenceユーザ ID
入力ファイルで指定した

ように、ローカルデータ

ベース内のユーザのリス

ト用の連絡先リストをエ

クスポートする

ExportContacts.exe -s/LDAPServer -f/ALL -l/logLevel
-r/run_mode

引数の説明

• LDAPServer：LCS/OCSユーザが保存されている ADサーバの IP
または FQDN

• logLevel：ロギングレベル。次のいずれかである必要がありま
す。

◦エラー

◦情報

◦デバッグ（推奨）

• run_mode：実行モード。次のいずれかである必要があります。

• NORMAL

• STATSONLY

すべてのユーザの連絡先

リストをエクスポートす

る
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正しい連絡先リストが確実に移行されるようにするには、IM and Presenceに連絡先リス
トをインポートする前に、エクスポートした連絡先リストの所有者を LCS/OCS上で完
全に無効にする必要があります。

（注）

次の作業

LCS/OCSでのユーザの無効化, （10ページ）

関連トピック

連絡先リストエクスポートツール

LCS/OCS でのユーザの無効化
ここでは、次の手順について説明します。

•ユーザを移行するための LCS/OCSアカウントの無効化, （10ページ）

• Active Directoryの更新が LCS/OCSと同期していることの確認, （12ページ）

ユーザを移行するための LCS/OCS アカウントの無効化
シスコでは、移行するユーザの LCS/OCSアカウントを無効にするツールを提供しています。こ
のツール（DisableAccount.exe）は、Active Directory（AD）に接続し、ユーザの LCS/OCS属性を
更新して LCS/OCSアカウントを無効にします。アカウント無効化ツールの実行は、LCS/OCSで
ユーザの移行を無効にするために行われなければならない、次の2段階のプロセスの最初のステッ
プです。

1 ユーザを移行するための LCS/OCSアカウントの無効化
2 ユーザを移行するための LCS/OCSユーザデータの削除

（注） •このツールは、サポートされているすべての LCS/OCSプラットフォームで実行できま
す。

•任意の Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionフロントエンドサーバでこのツー
ルを実行できます。

•このツールを実行しても、Microsoft Office Communicatorにサインインしている他の
LCS/OCSユーザの能力には影響しません。ただし、シスコでは、LCS/OCSおよびActive
Directoryシステムへの負荷を減らすために、予定されたメンテナンスウィンドウの中で
このツールを実行することをお勧めします。

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
インフェデレーション、リリース 9.0(1)
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アカウント無効化ツールは、次のように 3つの入力を受け付けます。

• LCS/OCSユーザが存在する ADサーバの IPまたは FQDN

•無効にする LCS/OCSユーザアカウントのリストを含む入力ファイル

•エラー、情報、またはデバッグのいずれかでなければならないロギングレベル（デバッグが
推奨設定）

アカウント無効化ツールは、入力ファイルから無効にするユーザのリストを読み込みます。入力

ファイルの各行は、連絡先リストの所有者を表します。連絡先リストの所有者は、所有者の

LCS/OCS SIP URIで表されます。たとえば、sip:bobjones@cisco.comなどです。次のファイルは、
サンプルの入力ファイルです。

sip:ann@cisco.com sip:bob@cisco.com sip:joe@cisco.com sip@chuck@cisco.com

上記の形式に基づいて、独自の入力ファイルを作成することができます。ただし、シスコでは、

ファイル無効化ツールの入力ファイルとして、UserList<Timestamp>.txtファイルを使用することを
お勧めします。 UserList<Timestamp>.txtファイルには、重複したユーザ、無効なユーザ、または
存在しないユーザは含まれません。

アカウント無効化ツールが使用する入力ファイルのファイル名には、スペースや特殊文字を含

めることはできません。

（注）

アカウント無効化ツールを実行すると、DisableAccountLog<Timestamp>.txtと呼ばれる一意のタイ
ムスタンプが付加されたログファイルがツールと同じディレクトリに生成されます。ログファイ

ルには、発生した障害やエラーに関する詳細が含まれています。

はじめる前に

このツールを実行するには、ADに対する読み取り/書き込み権限が必要です。

手順

ステップ 1 StandardEditionサーバまたはEnterprise Editionフロントエンドサーバに、シスコのユーザ移行ツー
ルを含む zipファイルをコピーし、解凍します。

抽出した後、LCS/OCSサーバ上の別の場所にシスコのユーザ移行ツールのいずれかを
移動した場合は、ツールが現在のバージョンを出力できるように新しい場所にversion.txt
ファイルもコピーする必要があります。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトを開き、アカウント無効化ツールのある場所にディレクトリを変更します。

ステップ 3 コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

DisableAccount.exe -s/LDAPServer -f/input_file -l/logLevel

引数の説明

• LDAPServer：ユーザが存在する ADサーバの IPまたは FQDN

Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメイン
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• input_file：無効にする LCS/OCSユーザアカウントのリストを含むファイルである
UserList<Timestamp>.txt

• logLevel：エラー、情報、またはデバッグのいずれかでなければならないロギングレベル
（デバッグが推奨設定）

ステップ 4 アカウント無効化ツールを実行した後は、毎回、DisableAccountLog<Timestamp>.txtログファイル
をチェックし、すべてのユーザが正常に無効になったかを確認します。

次の作業

Active Directoryの更新が LCS/OCSと同期していることの確認, （12ページ）

Active Directory の更新が LCS/OCS と同期していることの確認
LCS/OCSアカウントを無効にするために Active Directoryの更新が行われると、次のステップで
は、LCS/OCSにそれらの更新が同期されたかを確認します。検証は、無効化された LCS/OCSア
カウントがプロビジョニングされた Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionプールで実行
されます。

LCS/OCSの配置に応じて、それらの変更が LCS/OCSに同期されるまでに最大 30分かかりま
す。

（注）

手順

ステップ 1 配置に応じて、次のいずれかを実行します。

• LCS 2005を使用している場合、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（Programs）] >
[管理ツール（Administrative Tools）] > [Live Communications Server 2005]を選択します。

• OCS 2007 R2を使用している場合、[スタート（Start）] > [すべてのプログラム（Programs）]
> [管理ツール（Administrative Tools）] > [Office Communications Server 2007 R2]を選択しま
す。

ステップ 2 [ユーザ（Users）]を選択し、無効化したユーザが有効な LCS/OCSユーザリストに表示されなく
なったことを確認します。

次の作業

ユーザを移行するためのデータベースからのユーザデータの削除, （13ページ）

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
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関連トピック

アカウント無効化ツール

ユーザを移行するためのデータベースからのユーザデー

タの削除

ユーザを移行するために LCS/OCSデータベースからユーザデータを削除するには、LCS/OCS
データベースへの読み取り/書き込み権限を持っている必要があります。

（注）

LCS/OCSは、LCS/OCSデータベースからユーザを削除するための管理方法を提供します。ただ
し、この方法でデータベースからユーザを削除すると、他のユーザの連絡先リストからそのユー

ザが削除されます。シスコは、他のMicrosoftOfficeCommunicatorユーザの連絡先リストからユー
ザが削除されないようにするために、LCS/OCSデータベースからユーザを削除する代替手段を提
供しています。

この代替ツール（DeleteAccount.exe）を使用すると、移行するユーザを削除することで、それらの
ユーザへのプレゼンス要求が後から IM and Presenceにルーティングされるようにします。また、
このツールは、削除されたユーザがLCS/OCSに残っているユーザの連絡先リストから削除されな
いようにします。アカウント削除ツールの実行は、LCS/OCSでユーザの移行を無効にするための
次の 2段階のプロセスの 2番目のステップです。 2段階のプロセスは次のとおりです。

1 ユーザを移行するための LCS/OCSアカウントの無効化

2 ユーザを移行するための LCS/OCSユーザデータの削除

（注） •このツールは、サポートされているすべての LCS/OCSプラットフォームで実行できま
す。

•任意の Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionプールでこのツールを実行できま
す。

•このツールを実行しても、Microsoft Office Communicatorにサインインしている他の
LCS/OCSユーザの能力には影響しません。ただし、シスコでは、LCS/OCSおよびActive
Directoryシステムへの負荷を減らすために、予定されたメンテナンスウィンドウの中で
このツールを実行することをお勧めします。

アカウント削除ツールは、入力ファイルから削除するユーザのリストを読み込みます。入力ファ

イルの各行は、連絡先リストの所有者を表します。連絡先リストの所有者は、所有者のLCS/OCS
SIP URIで表されます。たとえば、sip:bobjones@cisco.comなどです。次のファイルは、サンプル
の入力ファイルです。

sip:ann@cisco.com sip:bob@cisco.com sip:joe@cisco.com sip@chuck@cisco.com

Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメイン
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上記の形式に基づいて、独自の入力ファイルを作成することができます。ただし、シスコでは、

ファイル削除ツールの入力ファイルとして、UserList<Timestamp>.txtファイルを使用することをお
勧めします。 UserList<Timestamp>.txtファイルには、重複したユーザ、無効なユーザ、または存
在しないユーザは含まれません。

アカウント削除ツールが使用する入力ファイルのファイル名には、スペースや特殊文字を含め

ることはできません。

（注）

Standard Editionの配置環境でのアカウント削除ツールの実行

ユーザのリストのデータを削除する際には、各 Standard Editionサーバで一度このツールを実行す
る必要があります。データベースは、Standard Editionサーバ上で混在します。

Enterprise Editionの配置環境でのアカウント削除ツールの実行

ユーザのリストのデータを削除する際には、各 Enterprise Editionプールで一度このツールを実行
する必要があります。ツールは、任意のフロントエンドサーバまたはバックエンドデータベー

スサーバ上で実行できます。 LCS/OCSフロントエンドが接続する LCS SQLサーバ名またはOCS
データベースインスタンス名が両方のオプションで指定されている必要があります。

手順

ステップ 1 このツールを実行する前に、LCS/OCSデータベースへの読み取り/書き込み権限があることを確認
します。

ステップ 2 Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionプールサーバ（フロントエンドまたはバックエン
ド）の 1つに、シスコのユーザ移行ツールを含む zipファイルをコピーし、解凍します。

抽出した後、LCS/OCSサーバ上の別の場所にシスコのユーザ移行ツールのいずれかを
移動した場合は、ツールが現在のバージョンを出力できるように新しい場所にversion.txt
ファイルもコピーする必要があります。

（注）

ステップ 3 コマンドプロンプトを開き、アカウント削除ツールのある場所にディレクトリを変更します。

ステップ 4 コマンドプロンプトで、次のようにコマンドを入力します。

DeleteAccount.exe -s/database_instance -f/input_file -l/logLevel

引数の説明

• database_instance：OCSプールのデータベースインスタンス名または LCSプールの SQL
サーバインスタンス

• input_file：削除する LCS/OCSユーザアカウントのリストを含むファイルである
UserList<Timestamp>.txt

• logLevel：エラー、情報、またはデバッグのいずれかでなければならないロギングレベル
（デバッグが推奨設定）

ステップ 5 Standard Editionサーバまたは Enterprise Editionプールごとに、手順 1～ 3を繰り返します。
トラブルシューティングのヒントについては、アカウント削除ツールを参照してください。
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コマンドを実行すると、アカウント削除ツールによって DeleteAccountLog<Timestamp>.txtと呼ば
れる一意のタイムスタンプが付加されたログファイルがツールと同じディレクトリに生成されま

す。ログファイルには、発生した障害やエラーに関する詳細が含まれています。

次の作業

IM and Presenceにユーザを移行するための連絡先リストのインポート, （15ページ）

IM and Presence にユーザを移行するための連絡先リスト
のインポート

IMandPresence一括管理ツール（BAT）を使用してLCS/OCSユーザ連絡先リストを IMandPresence
にインポートします。

次の手順を完了し、LCS/OCSユーザ連絡先リストを IM and Presenceにインポートします。

1 BATを使用して CSVファイルをアップロードします。
2 新しい一括管理ジョブを作成します。

3 一括管理ジョブの結果を確認します。

デフォルトの連絡先リストのインポート速度は、サーバハードウェアのタイプに基づいてい

ます。 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence
Administration）] > [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）] > [Cisco
Bulk Provisioningサービス（Cisco Bulk Provisioning Service）]を選択して連絡先リストのイン
ポート速度を変更できます。ただし、デフォルトのインポート速度を上げると、IMandPresence
の CPUとメモリの使用率が増加します。

（注）

はじめる前に

LCS/OCSユーザの連絡先リストをインポートする手順は、ユーザ移行プロセスの最後のステップ
の 1つです。LCS/OCSユーザ連絡先リストをインポートする前に、以下の手順を完了する必要が
あります。

1 Cisco Unified Communications Manager上で LCS/OCSユーザをプロビジョニングします。

2 LCS/OCSユーザがライセンスを取得し、IMandPresenceに割り当てられていることを確認しま
す。

3 すべての連絡先リストが完全にインポートされるように、IM and Presenceの [連絡先リストの
最大サイズ（MaximumContact List Size）]と [ウォッチャの最大数（MaximumWatchers）]の設
定が無制限に設定されていることを確認します。無制限の連絡先リストとウォッチャの設定,
（2ページ）を参照してください。
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4 連絡先リストエクスポートツールを実行し、ExportedContacts<Timestamp>.csvファイルを生成
します。ユーザを移行するための連絡先リストのエクスポート, （5ページ）を参照してく
ださい。

5 LCS/OCSユーザがLCS/OCSで完全に無効になっていることを確認します。LCS/OCSでのユー
ザの無効化, （10ページ）を参照してください。

BAT を使用した CSV ファイルのアップロード
ExportedContacts<Timestamp>.csvファイルを BATを使用して IM and Presenceにアップロードする
必要があります。CSVファイルのアップロード方法に関する手順については、『DeploymentGuide
for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

関連項目

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

次の作業

新しい一括管理ジョブの作成, （16ページ）

新しい一括管理ジョブの作成

CSVファイルをアップロードしたら、Cisco Unified CM IM and Presenceの管理の中で新しい一括
管理ジョブを作成し、ユーザ連絡先リストを更新する必要があります。新しい一括管理ジョブの

作成方法に関する手順については、『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。

関連項目

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

次の作業

一括管理ジョブの結果, （16ページ）

一括管理ジョブの結果

一括管理ジョブが完了すると、IM and Presence一括管理ツールは、連絡先リストのインポート
ジョブの結果をログファイルに書き込みます。一括管理ジョブの結果の確認方法に関する手順に

ついては、『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。

次の作業

ユーザデスクトップへの IM and Presenceでサポートされているクライアントの導入, （17ペー
ジ）
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関連トピック

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』
ユーザ移行のトラブルシューティング

ユーザデスクトップへの IM and Presenceでサポートさ
れているクライアントの導入

LCS/OCSユーザをCisco Jabberにプロビジョニングし、IM and Presenceと IM and Presenceでサポー
トされているクライアントのライセンスを付与したら、ユーザデスクトップ上にクライアントソ

フトウェアをインストールできます。 IM and Presenceでサポートされているクライアントの導入
については、『DeploymentGuide for IMandPresence Service onCiscoUnifiedCommunicationsManager』
を参照してください。

関連トピック

『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

連絡先リストと最大ウォッチャの最大サイズのリセット
LCS/OCSから IM and Presenceにユーザを移行する前に、IM and Presenceに関する [連絡先リスト
の最大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]の設
定を無制限に設定することをシスコでは推奨しています。そうすることで、移行された各連絡先

リストが IM and Presenceに完全にインポートされます。

すべてのユーザが IM and Presenceに移行されたら、IM and Presenceに関する [連絡先リストの最
大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]の設定を
望ましい値にリセットしてください。システムのデフォルト値は、[連絡先リストの最大サイズ
（Maximum Contact List Size）]が 200で、[ウォッチャの最大数（Maximum Watchers）]が 200で
す。

LCS/OCSから IM and Presenceにユーザを段階的に移行している場合は、すべてのユーザが移
行されるまで、[連絡先リストの最大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最
大数（Maximum Watchers）]の値をリセットしないでください。

（注）

次の手順では、[連絡先リストの最大サイズ（Maximum Contact List Size）]と [ウォッチャの最大
数（Maximum Watchers）]の設定に値を指定する方法について説明します。
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マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

[プレゼンス（Presence）]の設定を変更すると、変更内容がクラスタ内のすべてのノードに適
用されます。そのため、任意のクラスタ内の IM and Presenceパブリッシャノードでのみ設定
するようにしてください。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] > [プ
レゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 [最大連絡先サイズ（ユーザごと）（Maximum Contact List Size (per user)）]には、[無制限（No
Limit）]オプションをオフにし、希望する制限値を入力します。

ステップ 3 [ウォッチャの最大数（ユーザごと）（MaximumWatchers (per user)）]には、[無制限（No Limit）]
オプションをオフにし、希望する制限値を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 クラスタ内のすべての IM and Presenceノード上で Cisco XCPルータを再起動します。 Cisco XCP
ルータを再起動するには、[Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM
and Presence Serviceability）] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -ネットワークサービ
ス（Control Center - Network Services）]を選択します。

   Cisco Unified Communications Manager の IM and Presence サービスのパーティションイントラドメ
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